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ダウンロードしたら変なソフトが
一緒に付いてきた！

それは、そろそろ家のまわりのニャンコ

（猫のことね）たちも騒がしくなろうという

2月の終わりのころであった。

律儀にも、いまだにMacintoshを使い続

けている私であるが、「昨今の状況からみる

と、こりゃ～もーWindowsに行くしかない

かなぁ。でもデクストップデザインはやっぱ

りMacintoshのほうがいいし……」なんて

心揺れながら某メーリングサービスをなが

めていたのである。

と、そこに「NowUtilities（http://

www.nowutilities.com/）がオンラインで

バージョンアップサービス」なんていう記事

が……。そう言えば、ずいぶん昔に買った

ソフトだが、あれは確かに便利だったなぁ。

いっぱい機能があって、そのうちのいくつ

かはOSのバージョンアップでコントロール

パネルに吸収（アイディア取り込み？）さ

れちゃったけど、こんな使い勝手のいいユ

ーティリティってWindowsにはないよな、

と思い出す（もはやあったりして……？）。

ちょいと暇だったせいもあって、さっそ

くブラウザーを立ち上げて「NowUtilities」

の期間限定試用版をダウンロードしに出か

けたのであった（う～む、タダの物にはと

りあえず手を出すというお得意のパター

ン）。

少し大きめのファイルをダウンロードし

て伸 張 してみると、 お目 当 ての

NowUtilitiesが入っていたのはもちろんだ

が、なにやらオマケらしき別のソフトが…

…ん？　こりゃなに？　という具合に出会

ったのが、今回紹介する便利ユーティリテ

ィ「Web Quick」なのである（その後、原

稿を書くために再びここに出かけてみたが

同梱したパッケージはどうやら無くなった

みたいなので、今後は直接「Europa

Software（http://www.europasoftware.

com/）」に出かけたほうがよさそうだ）。

（編集部注：Web Quickは本誌 CD-

ROMに収録されています）。
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【インターネット探検隊】 隊長●村野幸夫　

最終回
Web Quick編

Web QuickはURLを自動記録してくれる便利ソフト。

Web Quickは本誌付録CD-ROMに収録されています。

収録先：Mac→Web Quick
WIN→WEBQUICK
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使い込んでみると意外に便利

改めてファイルをダウンロードしようと

Europa Softwareのホームページに出かけて

みると、なんとそこにはちゃんとWindows

用のソフトも用意されているではないか！

う～ん、Windows環境だとどう動くんだ？

とは思ったが、とりあえずMacintosh版を

ダウンロードしてみることにして、

Macintoshのロゴをクリックする。画面の

上のほうに「CLICK HERE: DOWNLOAD

YOUR FREE TRIAL COPY NOW!!!」とい

うバーがあるので、宣伝コピーを読むのも

そこそこに、これをクリック。するとお試

し版ダウンロードのためのフォームが出て

くる。

ダウンロードのための必須記入項目であ

る名前とメールアドレスをタイプし、

WindowsかMacintoshかを選択したのち、

ビジネス用か家庭用か、より詳しい情報が

欲しいか、なんていう質問に応えたらダウ

ンロード開始。

ちなみにこのソフト、対応しているブラ

ウザーはMacintosh（68020以上）用は

Netscape Navigator 2.02以降かMicrosoft

Internet Explorer 2.0.1以降、Windows95

（486以上）あるいはNT4.0用はNetscape

Navigator 2.0以降かMicrosoft Internet

Explorer 3.0。ま、ぶっちゃけて言えば、

比較的新しいPCとブラウザーのセットであ

れば大丈夫と言っていいだろう（こうやっ

てアップグレードの嵐にのみこまれていくわ

けだけど……）。

例によってダウンロードしたファイル（約

1.1MB）をStuffIt Expanderで伸張すれば、

インストーラーがコンニチハ。おかげでイン

ストール作業は簡単だ。

さてこのソフト、どういうものか？　簡

単に言えばメニューバーにある「ウィンド

ウ」のさらに右の部分に常駐するプルダウ

ンメニュー形式のプラグインソフトである

（という言い方をしても、Macintoshユーザ

ー以外にはチンプンカンプンかもしれない

な）。つまり、使う時にはメニューバーの上

のWeb Quickアイコンをクリックし、そこ

で出てくるプルダウン＆階層式のメニュー

を選択するという形で、どんなプログラム

の中からでもウェブページを呼び出すこと

ができるというウェブページのランチャーな

のである（これだと分かる？）。

では実際にどんなことができるのかとい

うと、これが結構たくさんある。

まずはアクセスしたウェブページを自動

的に記録してくれる機能。ほとんどのブラ

ウザーにもこの手の機能は付いているが、

実際にはほかのサイトに行ってしまうと

「Go」メニューの下にあった以前のウェブ

インデックスが消えてしまい、戻れなくな

ってしまう。またブラウザーを終了してし

まってもおんなじだ。

「じゃあブックマークに付けておけばいい

じゃないか」と考えるかもしれないが、す

いすいネットサーフィン（死語）している

最中に、いちいち全部のURLにマークを付

けるような面倒なことはやってられないの

が現実。そこんとこ、Web Quickの

「Recent Web Pages」は過去に訪れたURL

を最大1000まで記録、しかもブラウザーを

終了したあとも保存しておいてくれるとい

う優れモノなのである（【図1】）。

さらに、これらのURLをちゃんとサイト

名で管理し、サブメニューで各々のページ

まで表示してくれるという機能もある。た

だし、サイト名優先の表示にしておくと、

ウェブをブラウズしているうちにやたらにこ

のサイト数が増えてしまい、だら～～～と

長いファイルが表示されてしまうので、プ

ルダウンの一番下にある「Preferences」

で「Main Menu Contains」のトグルを

「Topics」にしておいたほうがいいだろう。

ここを開いたついでに「Menu text font」

を日本語対応にしておくことも忘れずに！

（【図2】）

Europa Software
jhttp://www.europasoftware.com/
ここからWeb Quickの試用版がダウンロードできる。
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【図1】
過去にアクセスしたURLをすべて
保存

【図2】
「Menu text font」で日本語のフォントを選択しない
と、日本語表示がされないので注意

StuffIt Expander：ドラッグ＆ドロップで圧縮ファイルを解凍できる
マッキントッシュ用のソフト。本誌付録CD-ROMに収録。

c収録先：Mac→StuffIt Expander。
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ブックマークの編集がらくちん

さらにさらに（ちとしつこい？）いえば、

いくら多いといっても、1000のURLは順次

古いものから消えていく運命である。が、

そこはよくできたもので、この中でずぅ～っ

と記録しておきたいものについては簡単な

操作で半永久的にキープすることができる。

どうやるのか、というと、このソフトで

最も役立つと思われるブックマークの編集

機能を使うのである、っていうと、「そんな

の普通のブラウザーにも付いてるじゃない

か」と思うかもしれないが、こいつのすご

いところは前にも書いたように、とりあえ

ず全部のURLを保存してあること。リスト

の中から「これぞ」と思うURLをクリック

しておいて、そこでスペースバーを押すだ

け。これでそのURLは「Sites」のサブメニ

ューの上位にドメインネームとともに記録

される（このサブメニューに実際のウェブ

ページが収録される）。

しかし、問題がないわけでもない。とい

うのは、通常の英語のフォントであれば、

スペースバーを押した段階でウェブのペー

ジ名のところが“アンダーライン”され、

これで確認ができるのだが、日本語環境で

利用されている「Osaka」フォントではア

ンダーラインが出ないのである（【図3】）。

とはいっても、問題のウェブページがちゃ

んと記録されるのは間違いないので心配は

ないんだけど。

ところで鋭い読者は、「これまでに出かけ

たURLをぜ～んぶ記録してるんだったら、

こりゃ大変な量になるはず。そんなにでか

いリストを毎回見せられたんじゃ、たまら

んな～」と考えるだろう。もちろん、間違

えて飛んでしまったページや、見てはみた

もののサイテーのページもあるだろう。そん

な時にはそのページの記録を消してしまえ

ばいい。

「Recent Web Pages」で消したいウェブ

ページ名のところにマウスを置いたら、

「Delete」キーをたたく。すると、その箇

所にいわゆる「字消線」が入る。リストの

あるブロックを連続して消したい場合には、

そのままマウスで消したいウェブ名の上を

ドラッグすればよい（【図4】）。間違って

「字消線」を入れてしまった場合には、再

度「Delete」キーを押せば、もとどおりに

復帰させることができる。

ただし、こういった作業をやっている最

中に変なところでマウスクリックを離して

しまうと、ブラウザーが勘違いして、たま

たまポイントされていたページを表示して

しまうので、マウスはボタンを押したまま

でメニューバーのところまで戻るのが安全。

トピックリストを作る

さてこのブックマーク編集、これだけで

は終わらない。もっと便利なのがトピック

スごとにブックマークを登録してしまう機

能だ。

「こいつ、キープね」と思うウェブ名のと

ころにポインターを持っていき、これが反

転している間に「T」をタイプすると、ウ

ェブページ名の頭に「●」マークが付く。

ここでマウスをリリースすると「Assign

Pagemarks to Topics」というダイアログボ

ックスが出てくる。この中にあるグレイに

なった「Topics」というメニューを開くと、

中にあらかじめ用意されたトピックス項目

が出てくる（【図5】）。

もし今選択したウェブページを入れるべ

きトピックス項目があれば、それを選択し

てOKボタンを押す。これだけで登録は終

了だ。Web Quickのプルダウンメニューか

らそのトピックス項目を選んでみると、登

録したウェブページが出てくるはずである。

もちろん、自分なりのトピックス項目を

作りたいという気にならないはずがないか

ら、そういう場合には、グレーの「Topics」

インターネット
探検隊

【図3】
上が英文フォント「Times」を使用した場合。下が
日本語フォント「Osaka」を使用した場合。日本
語フォントでは、アンダーラインが付かない

【図4】
「Delete」を押したまま、マウスをずるずるっとドラ
ッグすれば、複数のウェブ名が一度に消せる

【図5】
トピックス項目
は自分で増や
すことができる
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簡単にブックマークの作り替えができるのが魅力。

Web Quickは29.95ドル払って使い続ける価値
アリのおすすめソフトだ。

をプルダウンしたときに出てくる

「EditTopics」で新しいトピック項目を作

ってしまう。あるいはWeb Quickのレベル

からこれを選ぶこともできちゃうのである。

使ってみて分かったのは、ずら～っと並

んだ過去のアクセスリストを眺めながら同

じ感じだなと思われるウェブページにどん

どん「●」マークを付けていき、これを一

気に同じトピックス名で登録してしまう、

ってなことが能率的ということ。こうやる

と簡単にジャンル別のブックマークリスト

を作ることができるというわけ。よほど几

帳面か、職業サーファーじゃないとこんな

ことやらないような気もするが、こうやっ

て溜め込んだお勧めブックマークを友達同

士で交換っていうのもいいかもしれない。

小技の利いた機能もいいね

Web Quickには、これ以外にもいろいろ

と使える機能が備わっている。

例えば、「QuickSearch」「Guide」

「Computing」「News」など、あらかじめ

主要なウェブ上のリソースのURLが組み込

まれている。ただし、米国産だけあって登

録されているのは全部英語のページのみだ

けど……。

ま、これは仕方ないとしても、ウェブサ

イトの都合でページのURLが変わってしま

うことがちょくちょくある。そうなると古い

ページリストは意味がなくなってしまう。

残念ながら「この部分だけを編集」とは

いかないので、そういう場合には新しいバ

ージョンをEuropa Softwareから再度ダウ

ンロードすることになる。実際、ここでは

ちょくちょくバージョンアップを行っている

ようで、私もやってみたらURLのアップデ

ートされたファイルが入っていた。

ダウンロードするのが面倒だったらこの

際、プリセット部分を非表示にしてしまう

という手もある（プリセットメニュー部分

を「Preferences」の設定で表示・非表示

を選択できる）。そして、トピックスの項目

の中に自分でURLを設定するのが正しい使

い方みたいだ。

これ以外にも、ブラウザー内でボタンを

押したままにしておくと、通常出てくる

「back」や「forward」といった機能と一緒

にWeb Quickのプルダウンメニューが開い

たり、Web Quickでページを選択したあと、

「Option」キーを押しながらマウスをリリー

スすると、これまでとは別のウィンドウでそ

のウェブページを開くという小技もある。

また、ウェブのリストをクリックしながら「S」

をタイプすると、そのページのURLと最後

にアクセスした日時が表示される……とい

った具合に機能盛りだくさんなのである。

オンライン登録は
簡単にできた（らしい）

というわけで、最近見つけた便利グッズ

の中でもなかなか使えるベストなやつ、と

いうのが私の評価。つまり、使い続ける気

は十分ということだが、もちろん、こんな

便利なものがFreeであるわけがない。当然、

試用版、しかも15日間の期間限定付きで

ある。となると購入ということになるが、

さて、このソフトのお値段は……29ドル95

セント！　現在のドル相場では4,000円に

満たない金額だ。う～む、これは安いんで

はないかい？

確かに高いものじゃないが、しかし、銀

行に出かけてマネーオーダーを作ってもらっ

て郵送というのも面倒だし……と思う人も

多いだろう。そこはよくできたもので（と、

こう書いていると、なんだかセールスマンに

なってしまったような気もするが）、ブラウ

ザーのセキュアモードを信頼しさえすれば、

クレジットカードで決済できてしまうのだ。

Web Quickのメニューから「About Web

Quick」のボタンを選択して、「Buy Now」

ボタンをクリックするか、「Order Software
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ここでひとまず、ひと区切り。ご愛読ありがとうご
ざいました。

（h t t p : / / w ww . e u r o p a s o f t w a r e .

com/buy/order.html）」のページにアクセ

スして「Credit Card Click Here to Order

Online」をクリックし、セキュアモードに

入る。出てくるオーダーフォームに住所や

氏名、クレジットカード番号などの必要な

項目を入力してボタンを押せばオッケー。

これだけで手続きはおしまいで、ちょっ

と待っているうちに、どうやらWeb Quick

の15日期限のロックが外され、正規の製品

として利用できるようになってしまった。

こんな具合に、まったく拍子抜けで終わ

ってしまったオンラインショッピングだが、

実はこの原稿を書いている段階でまだクレ

ジットカードの口座引き落としのお知らせ

は届いていない。だから、ちょっと心配が

ないわけでもない。けど、ま、ここまで来

たからにはウェブのセキュアトランザクショ

ンを信じたい、とインターネットと一蓮托

生モードのワタシである。

ところで今回は最終回

さてさて、本誌が創刊された94年以来、

長らく続いてきたこの連載。今や当たり前

となりつつあるISDN回線の自宅導入ドキ

ュメントを第1回で開始してから、今回で

はや28回目となってしまった。

その間、他に先駆けてISDNの同期接続

に挑戦したり、4月号でもとりあげられた

“インターネットのへそ：NSPIXP”探検な

どの先進的寄り道（ええ？）をしながら、

立ち上がったばかりの数多くのプロバイダ

ーへの加入申し込みとそのサービス実態の

調査を決行したのであった（なんか大仰）。

また、時期尚早のPHS接続（これはど

うにか4月に、ようやく32Kbpsのサービス

が始まろうというところだ）に挑戦するな

ど、早とちりのドジを数々やらかしてきた。

中でも一番の苦労は、モデムの選定に苦し

んで4か月の回り道をしたものの、今とな

っては今後の利用があまり見込めない

3.4kHzアナログ専用線接続だろう。う～

む、思い出すだけで疲れるぅ。

このほか、「Perman Surfer 波乗野郎」

「ネットスケープヒストリー」、機械翻訳ソ

フト、「ページミル」「マクロメディアフラ

ッシュ」といったアプリケーションソフトか

ら、検索サービス、電子メール新聞といっ

たウェブ上のサービス、さらにカラーザウ

ルスといった評判の小物を使って「ホント

に使えるの？」という視点から試用報告を

したりもした。

しかし、振り返ってみると、ISDNのダ

イアルアップ接続で差を付けて喜んでいた

私も、今やインターネット環境はデジタル

アクセス64の専用線モードである。なんだ

か、最近はすっかりゼータクな環境に慣れ

てしまって、どうやら読者の方々との距離

が開きすぎたような気もする。

ときはまさに春。入学してくる人もいれ

ば卒業していく人もいる、てな具合で、な

にかと区切りにはよい季節。というわけで、

今回をもってこの連載も一応の区切りとし

たいと思う（それにいまだにMacintoshだ

し……あ、また言ってる）。

幸いなことに、これまで探検隊が行った

探検のうち、そのエッセンスあるいは定番

といえる企画は毎月アップデートされて、

巻末の「インターネットデータファイル」

の中にまとめられるようになった。また、そ

のほかの便利グッズや面白グッズなど、挑

戦的（？）なテーマについても編集部全員

が探検モードで日々誌面に盛り込むモード

になってきた。う～ん、よしよし……。

というわけで、隊長の私としてはあとの

誌面を編集長に任せ（おいおい）、サイバ

ースペースの彼方へ、新たなる未開の地を

求めて去って行こうと思っている次第。イ

ンターネットが最も面白かった立ち上がり

時期のこの3年間、探検隊の活動を支援し

ていただいた読者の皆さんに感謝しながら

お別れすることにしたい。では再見！

製品版の登録はEuropa Softwareのホームページ
からできる。

インターネット
探検隊

Perman Surfer 波乗野郎：ホームページの自動録画ツール。製品版。

ネットスケープヒストリー：ホームページの同時録画用シェアウェア。

ページミル：ホームページ作成ツール。製品版。

マクロメディアフラッシュ：アニメーション作成ソフト。製品版。

デジタルアクセス64：30km以下の区間で使用できるNTTのデジタ
ル専用線サービス。
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Web Quickの基本操作画面

製品版使用登録方法

画面下部、ステイタスバーの右側
にWeb Quickのアイコンが常駐

画面上部、メニューバーにWeb
Quickのアイコンが常駐

1 Web Quickの
「About Web Quick」
もしくは直接、Europa
Softoware（http://
www.europasoftware.
com/）にアクセスし
て「How to buy」を
クリック。

2 「2.Click Here To Place Your Order! 」をクリックすると支払
いページへ。支払い方法は「1.ウェブから注文してカードで支払
う」「2.電話で注文してカードで支払う」「3.FAXで注文してカー
ドで支払う」「4.マネーオーダー（国際郵便為替）」の4種類。今
回は1で注文してみた。

3 必要事項を記入し「Preview Order」をク
リックすると、オーダー確認の画面になるので
「Send this order now」をクリックする。画面が
変わり、シリアル番号が表示されたら「OK」
を押して登録完了。数分後にシリアル番号を
知らせてくれるメールが届く。

Windows Macintosh
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